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５
月
よ
り
漁
連
よ
り
出
向
し
、
水
産
振
興
基
金
で
大
輪
田
塾
・
拓
水
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
西
上
と
申
し
ま
す
。
誌
面
を
お
借
り

し
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

異
動
出
向
に
伴
い
、
現
在
は
単
身
赴
任
の
真
っ
最
中
で
あ
り
ま
す
。
優

し
い
嫁
の
厳
し
い
監
視
か
ら
逃
れ
、
大
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
・
う
ど
ん
・
パ

ス
タ
等
の
麺
類
・
揚
げ
物
等
の
大
量
摂
取
で
体
重
が
増
量
。
体
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
、
友
人
の
小
学

校
低
学
年
の
子
に
『
雪
だ
る
ま
さ
ん
』
と
呼
ば
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
や
ら
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
た
め
に
体
重
を
測
定

し
エ
ク
セ
ル
で
グ
ラ
フ
化
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
こ
の
取
り
組
み
に
も
名
前
を
付
け

ま
し
た
。
そ
れ
が
「
デ
ブ
」
を
も
じ
っ
た
「
で
～
部
」
で
す
。

　
「
で
～
部
」
の
活
動
は
、
ま
ず
、
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
体
脂
肪
・
内
臓
脂
肪
の
数
値
を
計
測
で
き
る
電
子

体
重
計
で
の
計
量
に
始
ま
り
ま
す
。数
値
は
有
能
な
藤
〇
管
理
官
が
エ
ク
セ
ル
入
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
テ
レ
ビ
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
期
待
で
き
る
と
話
題
と
な
っ
た
酢
シ
ョ
ウ
ガ
を
入
れ
た
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
食
べ
、
希
釈
用
リ
ン
ゴ
酢
の
水
割
り
飲
み
、
体
の
燃
焼
効
果
を
高
め
ま
す
。
し
て
そ
の
結
果
は

一
目
瞭
然
！
私
に
は
変
化
な
し
で
す
。（
一
緒
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
、
あ
る
お
方
は
ス
ト
イ
ッ
ク
に

取
り
組
ま
れ
、
停
滞
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
徐
々
に
減
少
さ
れ
て
お
り
ま
す
）。

　

こ
の
文
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
、
嫁
子
を
呼
び
寄
せ
、
単
身
赴
任
も
終
わ
る
予
定
で
す
。
乱
れ
た
食
生

活
も
終
わ
り
、
厳
し
い
監
視
の
も
と
、
少
し
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
、
私
を
お
見
か
け
の
際
に
は
「
体
重
ど
な
い
や
？
」
と
お
声
か
け
い
た
だ
き
、
ハ
ゲ
ま
し
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
会
館
に
お
越
し
の
際
に
は
お
気
軽
に
水
産
振
興
基
金
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
様
々
な
味
の

リ
ン
ゴ
酢
を
揃
え
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙の言葉
「ノリ水車採苗」（明石市）

No.732   October. 2017

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

で
～
部
の
活
動

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金　

西 

上　

幸 

作

画像提供 ＪＦ兵庫漁連 津田 英幸氏

　水車を使ったノリ採苗作業は、秋の浜の風物詩で、ノリ
養殖漁期の本格的な始まりを告げるものです。
　水車に網を巻き付け、ノリの胞子の入った水の中を回転
させ網に胞子を付着させます。その後、一度冷蔵庫で保
管し、海水温が安定したころを見計らって海上に張り込む
育苗、本張りなどの工程を経て、おいしい「兵庫のり」が
作られます。
　今漁期も事故無く、良いノリが出来ることを願っています。

	 ２	 ようそろ

	 ３	 兵庫県水産振興議員連盟とＪＦ組合長懇談会
	 	 ノリ採苗作業はじまる

	 ４	 地引網体験
	 	 解禁を祝う第９回香住ガニ祭り

	 ５	 摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会視察研修会
	 	 兵庫県漁港漁場協会が一時移転

	 ６	 ＪＦ由良町の養殖アカウニがいよいよ試験出荷

	 ７	 神戸海上保安部からのお知らせ

	 ８	 海難事故をなくそう
	 	 時と海の「あかし本」発売

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
田
沼 

政
男
会
長
）
は
、
本
年
度
の

ノ
リ
陸
上
採
苗
作
業
を
、
兵

庫
の
り
研
究
所
（
明
石
市
）

で
９
月
25
日
（
月
）
か
ら
、

淡
路
の
り
セ
ン
タ
ー
（
淡
路

市
）
で
は
９
月
28
日
（
木
）

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
毎

年
、
気
温
が
下
が
っ
て
き
た

9
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
朝
6
時
頃
か
ら
大
勢
の

職
員
、
パ
ー
ト
の
皆
さ
ん
が

作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
の
り
研
究
所
で
は
12
台
の
水
車
を
使
っ
て
採
苗
を
行
っ
て
お

り
、
漁
業
者
か
ら
の
品
種
や
付
着
度
合
い
等
の
注
文
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
担
当
職
員
ら
は
、
網

を
水
車
か
ら
外
し
た
り
、
新

し
く
網
を
張
っ
た
り
す
る
作

業
の
ほ
か
、
付
着
度
合
い
を

確
認
す
る
た
め
の
網
切
り
と

検
鏡
作
業
、
水
温
・
照
度
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
業
務
に
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
の
り
海
藻
部 

藤
澤 

憲
二

部
長
に
よ
る
と
、
明
石
・

淡
路
の
現
場
で
の
作
業
は

順
調
で
、
10
月
中
旬
ま
で

に
両
セ
ン
タ
ー
で
種
網
約

５
０
、０
０
０
反
を
仕
上
げ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
本
格
的
な
ノ
リ
養
殖
開
幕

に
、
今
漁
期
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
兵

庫
水
産
政
策
協
議
会

（
田
沼 

政
男
会
長
）

は
９
月
22
日
（
金
）、

神
戸
市
の
ラ
ッ
セ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

『
兵
庫
県
水
産
振
興

議
員
連
盟
と
Ｊ
Ｆ
組

合
長
懇
談
会
』
を
開

催
し
、
兵
庫
県 
井

戸 

敏
三
知
事
、
荒

木 

一
聡
副
知
事
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｆ
組
合
長
と
県
会

議
員
、
関
係
者
ら
約
１
０
０
名
の
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
談
会
は
、
燃
油
価
格
の
高
騰
、
漁
業
後
継

者
の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
な
ど
漁
業
者
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
が
山
積
す
る
な
か
、
水
産
業
の
振

興
を
図
り
、
漁
家
経
営
安
定
の
一
助
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
懇
談
会
は
テ
ー
マ
Ⅰ
を
『
但
馬
地
区
に
お

け
る
沿
岸
漁
業
の
現
状
と
課
題
』
と
し
て
但
馬
地
区
栽

培
漁
業
推
進
協
議
会 

中
村 

勲
会
長
が
発
表
し
、
テ
ー

マ
Ⅱ
で
は
『
瀬
戸
法
改
正
か
ら
2
年
、
今
、
瀬
戸
内
海

で
は
…
』と
し
て
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

突
々 

淳
専
務
、『
栄

養
塩
と
漁
獲
量
の
調
査
に
つ
い
て
』
は
県
立
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー 

反
田 

實
参
与
、『
兵
庫
県
の
取
組
～

沿
岸
工
場
等
に
よ
る
護
岸
等
の
改
善
を
促
す
方
策
、

豊
か
な
海
の
生
態
系
の
維
持
に
必
要
な
窒
素
、
リ
ン

の
下
限
値
の
設
定
～
』
を
県
環
境
部 

秋
山 

和
裕
部

長
、最
後
に
『
環
境
配
慮
型
構
造
物
の
実
現
に
向
け
て
』

と
し
て
近
畿
大
学

　
中
西 

敬
講
師
の

4
名
が
担
当
し
話

題
提
供
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
但

馬
地
区
に
お
け
る

流
通
の
課
題
」「
環

境
配
慮
型
構
造
物

の
詳
細
と
実
績
」

な
ど
に
つ
い
て
多

岐
に
わ
た
る
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
懇
談
会
の
終
了

後
は
、
県
議
の
方
々
と
Ｊ
Ｆ
組
合
長
と
の
情
報
交
換

会
と
な
り
、
当
日
の
講
演
テ
ー
マ
を
は
じ
め
と
し
て

地
域
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て
も
活
発
に
意
見
や

情
報
の
交
換
が
な
さ
れ
、
盛
会
裡
の
う
ち
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部
）

ノリ採苗作業 はじまる！

兵
庫
県
水
産
振
興
議
員
連
盟
と

Ｊ
Ｆ
組
合
長
懇
談
会

水車採苗の様子

中西講師（ＪＦ兵庫漁連環境アドバイザー）の講演の様子井戸知事も駆け付けられました 但馬地区沿岸漁業の現状を発表する中村勲さん

検鏡でノリ胞子の付着度合いをチェックします
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
淡
路
市
子
ど
も
会

連
絡
協
議
会
は
、
９

月
30
日
（
土
）
に
Ｊ

Ｆ
一
宮
町
（
社
領
弘

代
表
理
事
組
合
長
）

の
協
力
の
も
と
、
尾

崎
漁
港
の
西
側
の
浜

辺
で
地
引
網
体
験
を

行
い
、
淡
路
市
内
の

小
学
生
70
名
と
保
護

者
25
名
が
参
加
し
、

仕
掛
け
た
網
を
「
よ

い
し
ょ
、よ
い
し
ょ
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら

引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
網
の
中
に
は
タ
コ

や
タ
イ
、
カ
ニ
や
ハ

ゲ
な
ど
約
50
㎏
の

魚
介
類
が
ど
っ
さ

り
。
元
気
に
跳
ね
る

魚
に
子
ど
も
は
も
ち

ろ
ん
、
保
護
者
や
ス

タ
ッ
フ
か
ら
も
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
供
た

ち
が
漁
業
を
体
験

し
、
豊
か
な
自
然
に

触
れ
る
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
す

る
心
を
養
う
と
と
も

に
魚
好
き
な
子
ど
も

に
な
っ
て
ほ
し
い
と

切
に
願
い
ま
す
。

　
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
祝

う
「
第
９
回
香
住
ガ
ニ
ま
つ
り
」
秋

の
大
型
連
休
（
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー

ク
）
初
日
の
16
日
、
香
住
漁
港
西
港

で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
ら

が
カ
ニ
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
を
味

わ
い
、
旬
の
香
住
ガ
ニ
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

　
関
西
圏
で
唯
一
香
住
漁
港
の
み
で
水
揚
げ
さ
れ
る
香
住
ガ
ニ
（
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）
は
、
鮮

度
が
抜
群
で
筋
肉
繊
維
が
細
く
、
柔
ら
か
い
身
は
甘
み
が
あ
り
値
段
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
漁
期

が
９
月
か
ら
来
年
５
月
末
ま
で
と
長
く
、
ほ
ぼ
周
年
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
で
飾
ら
れ
た
会
場
で
は
、
恒
例
の
竹
ち
く
わ
撒
き
や
香
住
ガ
ニ
早
食

い
大
会
、
赤
イ
カ
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
準
備
さ
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
但
馬
の
漁
業
は
冬
漁
に
向
か
い
ま
す
。
豊
漁
と
海
上
安
全
を
お
祈
り
し
ま

す
。 ～

香
住
ガ
ニ
販
売
に
長
い
列
～

　

解
禁
を
祝
う
第
９
回
香
住
ガ
ニ
祭
り

地引網体験
　～淡路市尾崎で開催～
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摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協

同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会

（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ
Ｆ

伊
保
）は
8
月
22
日（
火
）、

23
日
（
水
）
の
２
日
間
、

広
島
県
の
も
み
じ
水
産

（
呉
市
）・
大
野
水
産
（
廿

日
市
市
）
で
視
察
研
修
会

を
行
い
、
部
員
を
は
じ
め
県
・
系
統
団
体
の
関
係
者
あ
わ

せ
て
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
も
み
じ
水
産
（
呉
市
）
を
訪
問
し
、
し
ら
す

を
主
に
６
次
産
業
化
の
仕
組
み
や
加
工
の
こ
だ
わ
り
に
つ

い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、
代
表
取
締
役
の
三
宅

敏
郎
氏
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
坊
勢
出
身
で
約
10
年
前
に

移
住
し
、
当
会
社
を
設
立
し
た
と
の
話
が
あ
り
、
一
同
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
水
産
の
概
要
の
説
明・施
設
内
の
製
氷
機・

冷
凍
庫
等
の
設
備
の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
み
じ
水

産
で
は
生
シ
ラ
ス
と
大
和
わ
か
め
を
主
力
商
品
と
し
て
販

売
し
て
お
り
、
直
営
店
で
は
、「
生
シ
ラ
ス
丼
」
と
し
て

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ち
り
め
ん
は
、
一
番
網
の
み
、
目
視
に
よ
る

選
別
を
し
た
の
ち
、
強
酸
性
電
解
水
で
洗
浄
、

マ
イ
ナ
ス
35
℃
に
て
急
速
凍
結
し
、
鮮
度
維
持

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
生
菌
数

を
検
査
機
関
に
て
検
査
し
て
お
り
、
安
全
安
心

に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
施
設
の
見
学
後
、
生
シ
ラ
ス
を
試
食
し
質
疑

応
答
を
行
い
、
初
日
の
研
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
大
野
水
産
（
廿
日
市
市
）
に
て
カ
キ
養
殖
に
つ

い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
寺
西
芳
明
代
表
取
締
役
か
ら
加
工
場
施
設
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
加
工
場
内
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
加
工
場

内
に
は
、洗
浄
選
別
の
自
動
化
が
進
ん
で
お
り
、ま
た
エ
ッ

ク
ス
線
選
別
機
の
導
入
な
ど
、
相
当
な
設
備
投
資
を
し
て

い
る
こ
と
に
、一
同
驚
き
を
も
っ
て
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
水
産
で
は
一
粒
カ
キ
の
養
殖
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
中
間
育
成
の
段
階
で
使
用
す
る
「
二
枚
貝
海
面
育
成

装
置
」（
フ
ラ
プ
シ
ー
）
の
視
察
及
び
説
明
を
受
け
、
参

加
青
年
部
員
は
非
常
に
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
質
問
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
寺
西
代
表
よ
り
本
年
度
の
牡
蠣
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

「
今
年
度
の
牡
蠣
の
出
来
は
上
々
で
あ
り
、
例
年
並
み
の
生

産
量
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
研
修
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
本
年
度
の
視
察
研
修
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　
参
加
青
年
部
員
か
ら
は
、
非
常
に
有
意
義
な
研
修
会
で

あ
っ
た
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
文
：
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
事
務
局
）

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合

青
壮
年
部
連
合
会
視
察
研
修
会

兵庫県漁港漁場協会が一時移転
　
こ
れ
ま
で
事
務
所
を
置
い
て
い
た
「
兵
庫
県
林
業
会
館
」

が
建
て
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
時
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
県
庁
か
ら
約
７
分
、
今
の
事
務
所
か
ら
西
へ
３
０
０
ｍ 

約
４
分
の
所
で
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

移　
　
転　
　
先
：
〒
６
５
０
︱
０
０
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
市
中
央
区
花
隈
町
12
番
６
号 

 

第
三
大
知
（
だ
い
ち
）
ビ
ル
５
階

電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
：
０
７
８
︱
３
５
１
︱
６
１
０
７

 

　
※
変
更
あ
り
ま
せ
ん

移　
転　
期　
間
：
平
成
29
年
10
月
26
日
（
移
転
）

 

～
平
成
31
年
２
月（
予
定
）

最　
寄　
り　
駅
：
阪
急
花
隈
・
地
下
鉄
県
庁
前
・

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
元
町
・
阪
神
元
町

冷凍シラス軍艦巻き試食

二枚貝海面育成装置
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
Ｊ
Ｆ
由
良
町
（
川
野
正
二
組
合
長
）
で
水
揚

げ
さ
れ
る
ア
カ
ウ
ニ
は
味
が
濃
厚
で
甘
み
が
あ

り
、
高
級
食
材
と
し
て
全
国
的
に
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
天
然
の
漁
獲
量
は
10

年
前
の
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
て
、
近
年

は
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
な
取
組
み
と

し
て
県
・
市
の
支
援
等
も
活
用
し
て
、
Ｊ
Ｆ
由

良
町
潜
水
協
会
（
川
北
勝
彦
会
長
）
が
中
心
に

な
っ
て
、
ア
カ
ウ
ニ
養
殖
試
験
を
開
始
し
ま
し

た
。
養
殖
は
（
公
財
）
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ

く
り
協
会
淡
路
事
業
場
（
淡
路
市
佐
野
）
か
ら

提
供
を
受
け
た
殻
径
約
２
㎝
の
種
苗
を
40
個
ず

つ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
コ
ン
テ
ナ
に
収
容
し
、
イ

カ
ダ
か
ら
垂
下
し
て
育
成
し
て
い
ま
す
。
エ
サ

に
は
漁
業
者
が
潜
っ
て
採
取
し
た
ア
ラ
メ
な
ど

の
海
藻
を
使
い
、
夏
季
に
は
月
２
回
、
冬
季
は

月
１
回
の
エ
サ
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
年
前
に
殻
径
約
２
㎝
で
養
殖
を
開
始
し

た
種
苗
４
、５
０
０
個
の
う
ち
、
こ
の
た
び
約

７
０
０
個
が
出
荷
サ
イ
ズ
（
殻
径
約
６
㎝
）
ま

で
成
長
し
た
た
め
、試
験
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。

ア
カ
ウ
ニ
が
も
っ
と
も
肥
え
て
、
漁
獲
量
も
少

な
く
な
る
９
月
を
狙
っ
た
試
験
出
荷
で
す
。
大

阪
の
中
央
卸
売
市
場
で
は
１
箱
３
、８
０
０
円

（
約
70
ｇ
）
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
12
日
に
漁
協
や
県
・
市
の
関
係
者
、
報

道
陣
を
招
い
て
開
催
し
た
試
食
会
で
は
、
天
然

ア
カ
ウ
ニ
と
養
殖
ア
カ
ウ
ニ
の
食
べ
比
べ
を
し

ま
し
た
。
吉
村
淡
路
県
民
局
長
を
は
じ
め
、
新

聞
５
紙
、
テ
レ
ビ
３
局
と
ア
カ
ウ
ニ
へ
の
大
き

な
期
待
を
感
じ
る
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
試

食
し
た
出
席
者
か
ら
は「
少
し
小
ぶ
り
だ
け
ど
、

味
は
天
然
と
変
わ
ら
な
い
」
や
「
養
殖
の
方
が

甘
み
を
強
く
感
じ
る
」
な
ど
上
々
の
評
価
で
し

た
。
川
北
会
長
は
「
出
荷
先
で
の
値
段
は
初
物

の
ご
祝
儀
相
場
の
意
味
も
あ
っ
て
、
こ
の
値
段

で
し
ょ
う
。」
と
謙
遜
し
つ
つ
、「
天
然
と
同
じ

海
、
同
じ
餌
で
育
て
た
ウ
ニ
で
す
。
味
、
色
と

も
天
然
と
変
わ
ら
な
い
。」
と
笑
顔
で
語
っ
て

い
ま
し
た
。
川
野
組
合
長
は
「
高
く
て
手
が
出

な
い
と
言
わ
れ
る
ウ
ニ
を
養
殖
で
増
や
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

 

（
文
：
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
）

左：養殖、右：天然

Ｊ
Ｆ
由
良
町
の
養
殖
ア
カ
ウ
ニ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
よ
い
よ
試
験
出
荷

　

～
味
、
色
と
も
天
然
と
変
わ
ら
な
い
～
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神戸海上保安部からのお知らせ
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時
と
海
の「
あ
か
し
本
」発
売

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、動きやすいよう
に工夫されています。
まだお持ちでない方は是非！
※ 国土交通省の型式承認試験基準

に合格したものではありませんの
で、一人乗りの漁船の場合、ラ
イフジャケットを着用してくださ
い。

海難事故をなくそう！

モデル：南あわじ漁協4Ｈクラブ
　 　　　　　谷　真典さん（左）

　 仮屋漁協青壮年部
　 　　　　　相田欽司さん（右）

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連のり海藻部資材担当（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上
します。

自分自身のために、そして、家族
のために是非、着用してください！

　　	“平成30年２月ライフ
　　		ジャケット着用義務
　　		化はじまる！”

　

明
石
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
「
時
」
と

「
海
」。
神
戸
新
聞
の
明
石
版
で
２
０
１
４

年
～
16
年
に
掲
載
し
た
こ
れ
ら
の
連
載
が

今
年
６
月
、
１
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
「
あ
か
し
本
」。
副
題
は
「
時

の
ま
ち
を
創
る 

海
の
ま
ち
に
生
き
る
」

で
す
。

　

海
の
章
で
は
、
明
石
の
一
大
産
業
で
も

あ
る
ノ
リ
、
春
を
告
げ
る
イ
カ
ナ
ゴ
、
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
高
い
タ
イ
、
全
国
的

に
も
有
名
な
タ
コ
を
紹
介
。
漁
法
や
漁
師

の
思
い
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
、
流
通
、
加

工
、
調
理
法
か
ら
食
育
、
環
境
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
一
つ
の
素
材
を
テ
ー
マ
に
幅
広

く
取
材
、
執
筆
し
ま
し
た
。
写
真
や
グ
ラ

フ
、
図
解
を
多
用
し
、
漁
業
と
関
わ
り
の

な
い
一
般
の
方
に
も
分
か
り
や
す
く
、
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
切
り
口
や
表

現
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
明
石
市
内
５
漁
協
の
組
合
長

に
よ
る
座
談
会
を
開
き
、
７
時
間
も
語
り

合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
海
や
漁
業
へ
の
熱
い

思
い
も
収
録
。
組
合
長
５
人
の
素
敵
な
写

真
が
並
ぶ
ペ
ー
ジ
を
眺
め
る
と
、
元
気
が

出
ま
す
よ
。

　

時
の
章
で
は
、
子
午
線
や
時
の
記
念
日

を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
活
動
や
思
い
な
ど

を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

明
石
の
ま
ち
や
人
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

「
あ
か
し
本
」
は
明
石
市
内
の
書
店
な
ど 

で
販
売
。
Ａ
５
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、 

１
６
８
ペ
ー
ジ
。
１
、８
０
０
円
（
税 

別
）。
出
版
社
の
ペ
ン
コ
ム
☎
０
７
８
・ 

９
１
４
・
０
３
９
１

 

神
戸
新
聞
記
者　

金
山
成
美

　

と
き
は
い
ま  

明
石
城
人
魚
之
巻

　
２
０
１
７
年
11
月
３
日 

15
時
30

分
（
15
時
開
演
）
よ
り
、
明
石
城

櫓
横
で
本
に
因
ん
だ
コ
ン
サ
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。 

（
有
料
３
、０
０
０
円
）

　
詳
し
く
は
、水
産
振
興
基
金 

０
７ 

８
︱
９
１
９
︱
１
３
３
１
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　８月30日（水）、「第29回近畿地区生協・行政合
同会議」が、シティプラザ大阪で開催されました。
この会議は、近畿２府４県と福井県を加えた７府
県の生協連合会で構成する「近畿地区生協府県連
協議会」主催で毎年開催しています。各府県の自
治体生協担当者等を交えた総勢４７人が参加し、
活動の交流と協働、連携によって安心してくらせる
地域社会づくりへつないでいくこと確認しました。
冒頭、主催者を代表し木田克也会長理事から「今
日のさまざまな社会的課題を解決し、安心してく
らせる地域社会を実現していくには、行政はもち
ろん、社会福祉協議会や地域の諸団体との連携を
強化し、まさに寄ってたかって取り組んでいくこと
が必要」と挨拶。続くご来賓挨拶では、厚生労働
省　社会・援護局地域福祉部の生協検査官　登

との

内
うち

 
晋
しん

司
じ

氏から「生協は、地域づくりを進めていく上で
の重要な社会資源の１つ。行政もそのことをしっ
かりと認識してほしい」とお話されました。その後、
日生協の渉外広報本部長の伊藤治郎氏から全国生
協の社会的責任や社会的役割に関する考え方や到
達状況の報告。特別報告として、特定非営利活動
法人「消費者支援機構関西（KC's）」の副理事長で
弁護士の片山登志子氏から『消費者問題の現状と
課題について考える～行政と生協への期待』と題
し、ご講演いただきました。各府県連からの事例
報告もあり、兵庫県は、コープこうべ拠点づくり推進・
開発室統括の前田裕保氏が「拠点づくり」の取り組
み～くらしのお困りごとを考える～について報告し
ました。また、引き続き開催された懇親会では合同
会議の感想や情報交換が活発に行われ、行政のみ
なさんへの生協理解促進と、連携への期待が高まる
大変有意義な交流の機会となりました。

　ＪＡグループ兵庫は、近畿地区のＪＡグループと
共同でテレビ番組を制作、放映します。ＪＡグル
ープが農業振興や地域活性化のために取り組んで
いる自己改革の内容を広く知ってもらうことが目
的で、番組名は「地域とともに 地域のために～暮
らしを支える食と農～」。
　番組では、近畿６府県のＪＡグループの取り組
みが紹介されますが、兵庫県では、ＪＡ兵庫六甲
に協力していただき、三田市内の大学生ボランテ
ィア、三田市、ＪＡ兵庫六甲三田地域青壮年部三
輪支部、ＪＡ兵庫六甲三輪支店が企画・運営した
農業体験イベント「大学生と親子で農業体験 in 三
田」を取材しました。
　このイベントは、三田市内の小学生と家族が、
黒大豆枝豆の播種から苗づくり、雑草取りなどの
管理、収穫、さらには販売まで体験し、農業の楽
しさとともに厳しさも学ぶことを目的にしていま
す。企画・運営は大学生ボランティアが主体となっ
て、ＪＡ青壮年部員やＪＡ、三田市の関係者がサ
ポートしました。
　10月14日、黒大豆枝豆の収穫作業が行われ、
その後、ＪＲ三田駅前で子どもたちが対面販売を
行いました。参加した子どもたちは、大きく元気
な声で通行する人たちに販売を呼び掛けました。
子どもたちの喜ぶ笑顔を撮影することができまし
た。
　番組放送は次の通りです。
　　日　時：11月26日（日）午前11時～11時54分
　　放送局：サンテレビ
　　番組名：「地域とともに 地域のために 
　　　　　　 ～暮らしを支える食と農～」

小学生が農作業＆販売体験
ＪＡグループのテレビ番組で放映

社会的課題解決に連携・協同
の力で取り組むことを確認

～第29回近畿地区生協・行政合同会議～
テーマ：「安心してくらせる地域社会づくりをめざして」

自分たちで育てた黒大豆枝豆を元気に販売する子どもたち

▶特別報告
 片山 登志子氏



◆
タ
イ
ト
ル
は
ア
ザ
ラ
シ
・
イ
ル
カ
・
ウ
ニ
・
エ
ビ
・
オ
ゴ
と
読
む
。
海
を

五
つ
並
べ
ア
イ
ウ
エ
オ
と
す
る
漢
字
遊
び
で
あ
る
。
海
髪
は
余
り
馴
染
み
が

な
い
が
、
刺
し
身
の
ツ
マ
に
使
わ
れ
た
り
海
藻
サ
ラ
ダ
に
利
用
し
て
い
る
紅

藻
だ
か
ら
、
見
れ
ば
ア
ア
あ
れ
か
と
判
る
。
海
豹
を
ア
ザ
ラ
シ
と
読
む
の
は
江

戸
後
期
の
漢
和
辞
典
に
載
っ
て
お
り
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。「
海
」

を
並
べ
て
ア
イ
ウ
エ
オ
と
読
ま
せ
る
の
は
、
洒
落
と
し
て
秀
逸
で
あ
る
。
最
近

の
子
供
の
命
名
も
、
な
か
な
か
凝
っ
た
読
み
を
し
て
、
担
任
教
師
を
悩
ま
せ
て

い
る
と
い
う
。「
生
」に
は
二
百
通
り
も
読
み
が
あ
る
と
か
…
。
漢
字
能
力
検
定

で
も
複
雑
す
ぎ
る
訓
読
み
に
は
泣
か
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
難
し
さ
に
堪
え
る

愉
し
さ
が
あ
っ
た
と
も
思
う
の
で
あ
る
。

◆
写
研
と
い
う
会
社
の
企
画
で
『
漢
字
読
み
書
き
大
会
』が
、
昭
和
47
年
の
暑

い
最
中
に
開
催
さ
れ
た
。
今
も
継
続
さ
れ
て
い
る
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
筆
者

は
何
度
目
か
に
参
加
し
て
難
問
に
挑
戦
し
た
。
関
西
大
学
の
千
里
学
舎
で
受

け
た
。
冷
房
の
な
い
暑
い
講
堂
で
汗
ダ
ク
ダ
ク
の
45
分
間
の
熱
戦
で
、
遊
び
の

精
神
を
結
集
さ
せ
た
難
問
に
は
、
日
常
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
喜
び
が
あ
っ

た
。団
扇
と
扇
子
の
バ
タ
バ
タ
動
く
会
場
は
、遊
び
心
が
一
杯
の
熱
気
を
呼
び
、

沸
騰
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
同
音
や
同
訓
異
字
な
ど
、
日
本
人
に
必

要
な
漢
字
知
識
の
溢
れ
た
問
題
ば
か
り
で
、
暑
さ
と
共
に
心
底
か
ら
満
腹
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

◆
『
正
』の
字
は
数
字
の
「
五
」の
意
味
に
使
わ
れ
る
。
委
員
の
選
挙
な
ど
で
黒

板
に
数
を
書
き
入
れ
る
際
、
ヨ
コ
・
タ
テ
・
ヨ
コ
・
タ
テ
・
ヨ
コ
と
線
を
引

く
と
、
ま
さ
に
正
と
な
っ
て
数
字
の
代
わ
り
を
す
る
。
五
の
字
に
も
似
て
お
り

実
に
上
手
い
記
入
法
で
あ
る
。
四
方
田
犬
彦
は
本
来
の
丈
彦
を
誤

植
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
筆
名
に
し
た
と
い
う
が
、
力
士
の
海
力
山
も
海

乃
山
と
間
違
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
四
股
名
と
し
て
い
る
。
吉
川
英
治
も

英
次
を
誤
植
さ
れ
た
ま
ま
を
押
し
通
し
た
人
で
あ
る
。
漱
石
の
よ

う
に
洒
落
で
筆
名
を
決
め
た
人
も
珍
し
い
が
、
世
界
に
広
く
知
れ

渡
っ
て
通
り
名
に
な
っ
て
仕
舞
え
ば
、
登
録
商
法
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
。

◆
好
き
な
漢
字
の
百
選
で
は「
誠
」や「
愛
」が
優
勢
だ
っ
た
が「
海
」

や
「
魚
」も
何
位
か
に
入
っ
て
い
る
。
四
囲
が
海
域
の
日
本
人
に
は
、

切
っ
て
切
れ
な
い
想
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
魚
偏
の
鰯
・
鱈
・
鱚
・

鮗
や
畑
・
畠
・
笹
・
辻
・
峠
な
ど
も
、
す
っ
か
り
漢
字
に
な
り
切

っ
た
顔
を
し
て
い
る
が
、
実
は
日
本
で
拵
え
た
国
字
な
の
で
あ
る
。

読
書
を
し
て
い
る
と
漢
字
の
使
い
方
、
言
い
回
し
の
巧
い
作
家
や
、

当
て
字
の
旨
い
人
が
実
に
多
い
と
気
づ
く
。
漢
字
の
勉
強
は
本
に

親
し
む
事
だ
と
、
大
い
に
推
奨
し
た
く
な
る
。
故
事
成
語
の
由
来
を

知
る
事
が
苦
に
な
ら
ず
、
愉
し
め
る
な
ら
人
生
が
楽
し
く
な
る
こ

と
請
け
合
い
だ
。
漢
字
が
持
っ
て
い
る
面
白
さ
に
は
、
心
底
か
ら
遊

べ
る
喜
び
と
愉
し
さ
と
、
深
い
文
化
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

平
成
29
年
度 

大
輪
田
塾
修
了
論
文
発
表
会

　
本
年
度
の
大
輪
田
塾
修
了
予
定
者
が
、

こ
れ
ま
で
の
研
修
の
総
仕
上
げ
と
し
て
行

う
大
輪
田
塾
修
了
論
文
発
表
会
が
、９
月

12
日（
火
） 

兵
庫
県
水
産
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。東
根 

壽
塾
長
を
は
じ
め
、運

営
委
員
や
県
・
漁
協
系
統
役
職
員
ら
約
50

名
が
出
席
す
る
な
か
、大
輪
田
塾
11
期
生

６
名
は
、そ
れ
ぞ
れ
任
意
の
研
究
項
目
で

作
成
し
た
修
了
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
後
に
行
わ
れ
た
講
評
で
、運
営
委

員
を
代
表
し
て
関
西
学
院
大
学 

田
和 

正
孝

教
授
か
ら
発
表
者
全
員
の
論
文
の
単
位
が

認
定
さ
れ
、一
人
ず
つ
の
論
文
に
対
し
詳

し
く
評
価
が
な
さ
れ
ま
し
た
。田
和
運
営

委
員
は「
今
年
の
発
表
は
養
殖
、観
光
、地

産
地
消
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
立
派
な
発
表

で
し
た
。こ
れ
か
ら
も
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、更
な
る
発
展
と
活
躍
を
期
待

し
ま
す
」と
話
さ
れ
、発
表
者
は
安
堵
の
表

情
と
共
に
、こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ

た
よ
う
で
し
た
。

漁
業
経
営
の
多
角
化

　
Ｊ
Ｆ
姫
路
市　
長
澤　
良
治（
11
期
生
）

　
指
導
員
：
佐
藤　
政
男（
県
農
林
水
産
局
水
産
課
）

も
っ
と
坊
勢
を
知
っ
て
ほ
し
い

　
Ｊ
Ｆ
坊
勢　
森　
　
陽
祐（
11
期
生
）

　
指
導
員
：
岩
佐　
隆
宏（
県
姫
路
農
林
水
産
振
興
事
務
所
）

室
津
産
ア
サ
リ
の
振
興

　
Ｊ
Ｆ
室
津　
小
嶋　
隆
次（
11
期
生
）

　
指
導
員
：
岡
田　
佑
太（
県
姫
路
農
林
水
産
振
興
事
務
所
）

青
壮
年
部
活
動
の
光
と
闇

　
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋　
山
崎　
大
輔（
11
期
生
）

　
指
導
員
：
田
村　
一
樹（
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
）

今
後
の
魚
食
普
及
活
動
に
向
け
て

　
Ｊ
Ｆ
但
馬　
川
本　
洋（
11
期
生
）

　
指
導
員
：
肥
後　
翔
太（
県
但
馬
水
産
事
務
所
）

浜
の
お
か
あ
さ
ん
の
求
め
る
も
の

　
共
水
連
兵
庫
県
事
務
所　
髙
田
佐
王
里（
11
期
生
）

　
指
導
員
：
都
倉 

由
樹（
県
農
林
水
産
局
水
産
課
）

（
発
表
順
：
敬
称
略
）

【
修
了
論
文
認
定
審
査
員
】東
根 

壽
塾
長（
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）・

田
和
正
孝
運
営
委
員（
関
西
学
院
大
学
）・
髙
木
英
男
運
営
委
員（
県
水

産
課
）・
堀 

豊
運
営
委
員（
県
水
技
セ
ン
タ
ー
）・
田
中
稔
彦
運
営
委
員

（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）・
近
藤
敬
三
運
営
委
員（
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

修了論文発表の様子 質問を受ける塾生

ソ
バ
に
豹
紋
蝶

海豹・海豚・海胆・海老・海髪
（アイウエオ）
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